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“八月や 六日（広島）九日（長崎） 十五日（終戦の日）” 

 鎮魂の８月、７０余年前 沖縄では県民の４人に1人が亡くなり、子どもや高齢者の方々までも

逃げる間もなく命を奪われたのだと。（全身が震えます） 

 広島のこと・長崎のことも含めて 戦争の残酷さを直接体験された方々が８０

才９０才になられ、戦争がなかった昭和４０年間余 平成３０年間を「ありがた

い日々ですよ」と言い「戦争は絶対ダメだ」と語気を強めて話して下さいます。 

 話を聞き 事実を知り 学んだ子どもたちが熱い思いを受け継ぎ、毎年「平和

宣言」の先頭に立っています。 

                                                      この願い・祈りは 

                            永久に不変です。 

                              

 戦争のない平和な生活、誰にとっても安心安全で暮らしやすい社会、そのために

私たちが心がけることはどんなことでしょう。 

 〇家庭・地域・学校（職場）が ご縁に結ばれ信頼し合っていること 

 〇人と人が思いやりや気づきを大切に 認め合いつながり合っていること 

 〇誰に対しても感謝と笑顔を忘れず 元気に明るく・楽しく過ごすこと 

 次世代を担う子どもたちが過去をしっかりと学び、未来を見つめています。夢や

希望がふくらんでいくように、「平和の意味」を伝えましょう。「いのちを守ること、自分

のいのちを 周りのいのりを守りぬくこと」「いのちを奪ってはならない、奪われて

はならないこと」「いのちはひとつしかないこと」を心身にしみこませて育ててい

きたいと毎年この時季に決意するのです。今年も熱い夏です。 

（文：垂井 美千代） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほっとさんの教え（臼杵市家庭教育１０か条）の中から 

① 命の大切さがわかると 子どもはやさしくなるよ 

父母がいて祖父母がいて、さらにひいじいちゃん・ばあちゃんがいて……命は 

ず～っとつながっている。思いもず～っとつながっている。自分だけのものじゃないんだ

よ。 

お友だちの命も同じ。みんなずっとつながって命のバトンを受けつぎ 次の人に

渡す。「任せてね」の笑顔で受けつぎ 自分らしく走ろう。渡す人が待っている

ところまで。 

暑い（朝から夜まで「熱いー」）です 

わが子を戦場に送ってはならない 

どんな場所をも戦場にしてはならない 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間 活動内容

９：３０ 

１０：００ 

 

 

１０：３０ 

 

 

 

 

 

 

１１：１０ 

１１：２４ 

１１：２５ 

１１：３０ 

受付、自由あそび 

ごあいさつ トトロの体操「さんぽ」 

指遊び   歌 「うみ」 

読み聞かせ「ありとすいか」 

つくって遊ぼう 

・ペットボトルの穴にキャップを出入 

れして遊ぼう 

・魚つりの魚をつくろう 

・新聞紙でエコバックをつくろう 

・お店屋さんの準備をしよう 

＊作ってみたいものを選んで作る 

垂井先生の話 

スマホ・ワンポイントアドバイス 

体操「手のひらを太陽に」 

さようなら 

おすすめ絵本 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「うみ」 

1 うみはひろいな おおきいな 

つきはのぼるし ひがしずむ 

２ うみはおおなみ あおいなみ 

ゆれてどこまで つづくやら 

3 うみにおふねを うかばせて 

いってみたいな よそのくに 

４ うみはひろいな おおきいな 

  つきはのぼるし ひがしずむ 

 

◎次回は「コーナー遊び」：いっぱい遊ぼう 

８月２２日（木）受付９時３０分～ 開始１０時 

場所：中央公民館 和室 

持ちもの：出席ノート・水筒・帽子・着替えなど 

問い合わせ：中央公民館６３－６４４４ 佐藤 

『字のないはがき』   小学館 

向田邦子：原作 角田光代：文 西加奈子：絵   小学館 

７４回目の終戦の日が近づいてきました…。この時期に読み、平和に

ついて、改めて考える機会を与えてくれる絵本が出版されました。 

疎開する未だ次の書けないちいさな妹に、「元気なときは大きな〇を

書くように」と父が持たせたはがきの束。最初のうちは、大きな〇が

書かれたはがきが送られてきていたが…。 

戦争のむごさ、虚しさ、切なさ、そして父の愛がしみじみと心に伝わ

ってきます。中学２年生の国語の教科書にも載っている向田邦子の実

話を元に、人気作家の角田光代と西加奈子がつくり上げた、次世代に

伝えていきたい作品です。 

『海の見える丘  あなたの未来へ贈る5つの物語』 

くすのきしげのり：作   星の環会 

児童文学作家である著者が、はじめて大人のために手掛けた短編集で

す。５つのテーマ（「幸せ」は自分で決める・「希望」は伝えられる・

「豊かさ」とは何か・「優しさ」は受け継がれていく・「生き方」が

人生になる）に沿った物語がじんわりと、温かく心に染み入ります。

自らの人生を俯瞰（客観的に見る）し、これからの人生・未来につい

て考えることを促してくれる一冊です。ぜひ読んでみてください。 

 

一冊めはこども図書館、二冊めは臼杵図書館所蔵です。予約もできます。市営駐車場の無料券（二

時間分）もらえます。 


